
近
畿
大
学
工
学
部
の
新
し
い
学
科
「
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
」
の
目
玉
に
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ

イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｎ
ａ
ｏ
」

▲

地
域
へ
の
貢
献
一
段
と
人
材
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

広
島
工
業
大
学
は
学
内
で
得
た
研
究
成

果
を
広
く
学
外
に
も
公
開
し
て
い
る

近
畿
大
工
学
部

広
島
工
大

研
究
成
果
社
会
に
還
元
実
践
的
技
術
と
融
合
目
指
す

　
広
島
工
業
大
学
は
、
産
学

連
携
の
基
本
理
念
の
冒
頭
に

「
研
究
成
果
を
社
会
へ
還
元

す
る
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
技
術
者
養
成
、
社
会
と

科
学
技
術
と
の
健
全
な
関
係

構
築
な
ど
が
続
く
。
「
科
学

技
術
は
研
究
の
た
め
の
研
究

で
は
な
く
、
科
学
技
術
の
研

究
は
、
そ
の
成
果
を
生
か
し

て
こ
そ
」
と
い
う
考
え
方
が

息
づ
い
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
研
究
と
実
践
的
な
技

術
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
大

学
像
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
広

島
工
大
共
同
研
究
機
構
。
地

域
連
携
推
進
室
を
窓
口
に
、

産
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ

ー
、
共
同
利
用
実
験
セ
ン
タ

ー
を
配
置
し
て
い
る
。
産
学

連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
は
研
究

シ
ー
ズ
の
公
開
、
知
的
財
産

に
関
す
る
こ
と
、
技
術
移
転

な
ど
を
担
当
、
共
同
利
用
実

験
セ
ン
タ
ー
は
大
学
の
設
備

や
装
置
を
学
内
外
に
広
く
開

放
し
、
研
究
を
支
援
す
る
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
セ
ン
タ
ー
は
大
学
、
企

業
な
ど
の
枠
を
超
え
た
横
断

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
グ
ル

ー
プ
で
組
織
し
て
い
る
。
い

ま
も
自
動
車
、
機
械
、
環

境
、
宇
宙
な
ど

の
テ
ー
マ

で
企
業
と
連
携
研
究
中
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
大

学
の
シ
ー
ズ
と
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
一
つ

の
テ
ー
マ
が
完
結
す
れ
ば
次

の
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
て
く

る
。

　
い
わ
ば
エ
ン
ド
レ
ス
の
態

勢
で
、
こ
れ
を
支
え
る
シ
ー

ズ
群
も
無
数
に
生
ま
れ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
へ
の

昇

格
を
待
っ
て
い
る
。

◆
　企
業
連
携
に
期
待

　
電
気
電
子
工
学
の
山
内
将

行
准
教
授
の
研
究
室
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
プ
リ
ン
テ
ッ

ド
・
ス
パ
イ
ラ
ル
・
イ
ン
ダ

ク
タ
を
用
い
た
測
定
手
法
」

も
そ
の
シ
ー
ズ
の
一
つ
。
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
リ
モ
ー
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
構

成
す
る
セ
ン
サ
ー
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
加
速
度
や
回
転
角

度
、
交
角
な
ど
が
検
出
で
き

る
も
の
で
、
プ
リ
ン
ト
基
板

上
に
円
形
な
ど
の
ス
パ
イ
ラ

ル
・
イ
ン
ダ
ク
タ
を
作
製

し
、
複
数
枚
用
い
る
。
低
コ

ス
ト
、
軽
量
、
薄
さ
が
最
大

の
特
徴
。
小
型
化
が
可
能

で
、
高
精
度
。
構
造
も
比
較

的
シ
ン
プ
ル
だ
け
に
、
大
量

生
産
製
品
で
の
活
用
に
適
し

て
い
る
。

　
研
究
は
初
期
段
階
か
ら
上

智
大
学
理
工
学
部
の
田
中
衞

教
授
と
共
同
で
す
す
め
て
お

り
、
用
途
開
発
な
ど
で
も
相

互
に
情
報
交
換
し
て
い
る
。

現
在
、
両
研
究
室
で
実
用
化

に
近
づ
い
て
い
る
の
は
、
ス

パ
イ
ラ
ル
・
イ
ン
ダ
ク
タ
間

の
磁
場
に
よ
る
結
合
の
変
化

を
利
用
し
た
、
自
動
車
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
オ

ー
ト
バ
ラ
ン
サ
ー

に
も
応
用
が
可
能

な
加
速
度
セ
ン
サ

ー
。
さ
ら
に
複
数

の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

イ
ン
ダ
ク
タ
を
利

用
し
、
薄
く
簡
単
な
構
造
で

実
現
で
き
る
Ｆ
Ｍ
復
調
器
。

現
在
の
コ
イ
ン
な
ど
の
認
識

シ
ス
テ
ム
を
補
完
す
る
、
複

数
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・
イ
ン
ダ

ク
タ
を
使
っ
た
材
質
・
大
き

さ
判
別
シ
ス
テ
ム
。
重
要
保

安
機
器
の
ネ
ジ
や
歯
車
に
挟

み
込
む
こ
と
で
、
ゆ
る
み
を

検
出
す
る
回
転
角
度
計
測
シ

ス
テ
ム
。
扉
や
水
門
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
ア
ー
ム
な
ど
の
交
角

を
計
る
シ
ス
テ
ム
も
試
作
器

を
完
成
し
て
い
る
。

　
山
内
准
教
授
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
へ
の
利
用
を
考
え

て
い
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
、
後
か

ら
で
も
容
易
に
取
り
付
け
ら

れ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
た

め
、
用
途
は
予
想
を
超
え

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
企
業
へ

の
技
術
移
転
、
共
同
研
究
を

進
め
た
い
」
と
い
う
。
広
島

工
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ

ン
タ
ー
、
別
名
「
知
の
商
店

街
」
出
店
も
そ
う
遠
く
な

い
。

プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・

ス
パ
イ
ラ
ル
・
イ

ン
ダ
ク
タ
を
用
い

た
開
閉
角
度
の
計

測
実
験

▲

連携深め、産業発展を後押し
研
究
成
果
を
公
開
す
る
「
研
究
公
開
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

た

年

月

　
近
畿
大
学
工
学
部
は
、
来

春
の
大
幅
学
科
の
見
直
し

や
、
産
学
官
連
携
推
進
協
力

会
の
活
動
強
化
な
ど
を
柱
に

地
域
貢
献
を
強
め
て
い
く
。

学
科
見
直
し
は
、
知
能
機
械

工
学
科
を
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
に
改
名
す
る
ほ
か
、
電
気

な
ど
の
コ
ー
ス
を
新
設
し
て

地
域
に
役
立
つ
人
材
育
成
に

努
め
る
。
協
力
会
は

周
年

を
迎
え
、
次
の

年
に
向
け

て
新
た
な
活
動
を
展
開
す
る

方
針
。

◆
　学
科
を
大
幅
改
組

　
「
日
本
を
起
こ
す
。
工
学

を
興
す
」
を
掲
げ
て
、
来
春

に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
。

生
命
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
電
気
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
加
え
て
、
学
科
の
改
名
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
な
ど
、

全
面
的
見
直
し
を
行
い
、
新

し
い
時
代
、
企
業
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
。
生
物
化
学
工
学

科
を
「
化
学
生
命
工
学

科
」
、
知
能
機
械
工
学
科
を

「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
」
、

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
を

「
情
報
学
科
」
に
改
名
。
化

学
生
物
工
学
科
に
食
品
科
学

コ
ー
ス
、
電
子
情
報
工
学
科

に
電
気
電
子
コ
ー
ス
を
そ
れ

ぞ
れ
新
設
す
る
。

　
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｉ
　
ｃ
ａ
ｎ

　
ｄ
ｏ
　
ｉ
ｔ
」
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
設
計
か
ら
制
御
ま
で
で

き
る
技
術
者
の
育
成
を
目
指

す
。
多
く
の
演
習
科
目
を
採

り
入
れ
、
専
門
性
を
高
め
、

小
型
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｎ
ａ
ｏ
」
を
導
入
し

て
い
る
。

　
機
械
工
学
科
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
視
点
を
あ
て
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

実
現
に
必
要
な
機
械
開
発
技

術
者
、
問
題
を
見
つ
け
て
解

決
で
き
る
技
術
者
な
ど
を
育

成
す
る
。
他
の
学
科
も
時
代

の
求
め
る
技
術
者
の
育
成
に

取
り
組
む
。

◆
　産
業
活
性
化
に
力

　
近
畿
大
学
工
学
部
と
地
域

産
業
界
と
の
連
携
を
深
め
、

技
術
交
流
な
ど
を
通
し
て
地

域
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
近
畿
大
学
工
学
部
産
学
官

推
進
協
力
会
」
。

周
年
を

迎
え
た
現
在
、
法
人
１
０
２

社
、
個
人

人
の
会
員
に
産

業
支
援
機
関
を
加
え
、
地
域

・
産
学
官
連
携
推
進
、
共
同

研
究
・
受
託
研
究
の
推
進
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
生
涯
・
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
会
員
や
教
職
員

の
技
術
発
表
会
で
は
、
多
く

の
新
し
い
技
術
、
新
製
品
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
特

別
講
演
会
で
は
、
先
端
技
術

の
動
向
な
ど
が
第
一
人
者
か

ら
紹
介
さ
れ
、
地
域
が
新
技

術
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
も

し
て
き
た
。
近
畿
大
学
工
学

部
の
研
究
公

開
フ
ォ
ー
ラ

ム
も
大
学
と

共
催
し
て
、

共
同
研
究
な

ど
の
機
運
を

高
め
て
い

る
。
同
工
学

部
は
こ
の

年
間
で
受
託

研
究
・
寄
付

研
究
の
件
数
が
約
３
倍
、
金

額
で
は
約
５
倍
に
増
加
。
技

術
相
談
も
こ
の
２
年
間
最
多

を
記
録
し
、
地
域
へ
の
貢
献

が
進
ん
で
き
た
。
「
協
力
会

の
活
動
が
下
支
え
し
て
き
た

効
果
」
と
み
て
い
る
。

　

周
年
を
機
に
、
会
員
ニ

ー
ズ
の
吸
い
上
げ
を
行
っ

て
、
新
た
な
活
動
の
展
開
も

目
指
す
。
大
学
と
会
員
の
結

び
つ
き
に
加
え
て
、
会
員
と

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
の
構

築
を
図
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
同
じ
ニ

ー
ズ
を
持
つ
会
員
で
グ
ル
ー

プ
を
形
成
、
大
学
研
究
室
を

加
え
た
研
究
会
的
組
織
な
ど

も
検
討
し
、
地
域
に
よ
り
貢

献
で
き
る
方
策
を
探
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
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